
 

 

 

 

 

★本校の学校防災の取組について★ 
 本日３月１１日、犠牲者が２万２０００人を超えた東日本大震災の起きた日から１５年目を迎え

ました。改めて、震災で亡くなられた方々のご冥福と、東日本の復興が進むことを祈念いたします。 

 本校では、弔意をあらわすために、半旗を掲げ、各学年の発達

段階に合わせて、担任が３月１１日がどのような日なのかを説明

しました。 

 本校の学校防災に関する取組について紹介します。「危機管理

マニュアル」を作成し、組織や具体的な対応、非常時の対応など

がすぐに分かるようにしています。保護者向けの非常時の対応に

ついては、学校ホームページ＞緊急情報＞災害時の対応＞「警報

や水害、大地震等に関する対応について（お知らせ）」を掲載し 

ています。今一度ご確認ください。児童の防災教育については以下の通りです。子どもたちが「自

分の命は自分で守る」ことができるように、防災教育・安全指導をすすめていきます。 

避難訓練（年３回） ４月…火災（授業中） １０月…地震・火事（休み時間中 予告あり） 

１１月…地震・火事（休み時間中 予告なし） 

防災教室 動画学習、煙道体験、地震体験車、消火器訓練、救助袋体験など 

通学団会・下校指導 避難場所の確認、危険個所の確認、こども１１０番の確認 

その他 ＊災害用備蓄食配付（３年、６年） 

 入学した年と４年時に、災害用備蓄食として水と菓子を購入しています。今ま

で購入したものは保存期間が５年のため、３年生の終わりに配付し、家庭用の備

蓄食として活用していただいています。（今年度は３月５日に配付しました）  

令和６年度からは、保存期間が７年のものを購入し、卒業時に配付できるように

しています。 

 

 

 

 

 

★学習支援ボランティア ありがとうございました★ 
 ２月１９日（木）に行った１年生博物館での校外学習の引率ボランティアをもって、今年度の全

ての学習支援ボランティアの活動が終了しました。参加してくださったボランティアさんの声です。 

 

Let’s fly tomorrow 
 衣丘小だより３４号 令和８年３月１１日 

日 

真剣に学ぶ子 心の美しい子 健康でたくましい子 

実のなる 

学校 

【３年生メッセージボード】 

【配付した備蓄食】 【保存期間が長い備蓄食】 【体育館西側にある防災用倉庫】 

・大通りの道では、やはり少し怖いなと思いました。ふらふら歩いてしまう子がいたり、推したり、ち

ょっかいかけたりする子たちもいて、道路にはみ出してしまいそうな子もいたため、しっかり付き添

うことが大事かと思いました。 

・時代の変化なのでしょうか、子どもが自由過ぎるのと、先生が厳しく注意しづらくなってきている今、

保護者や地域のお手伝いが本当に重要だなと思っています。 

・初めて博物館に行きました。子どもたちが一生懸命に取り組んでいる姿は見ていて楽しかったです。 

・保護者の方がボランティアに参加すると、参観日では見ることができない普段の子どもたちの姿を見

ることができるのでとっても良いと思いました。 


